
○車座懇談会意見に対する今後の対応・回答【民生部門・教育部門】

分野 カテゴリ・主な意見 町の見解

【ゴミ袋】
・御嵩町のごみ袋は破れやすいため、厚みを変更して欲しい。値段も高い。
・色の薄いゴミ袋と濃い色のごみ袋があって、色の薄い袋はすぐに破れてしまう。
・可燃ごみの集積所が入れにくい。観音開きのタイプになるとよい。
・外国の方はゴミ袋や集積所の説明書きが読めない。多言語の説明やピクトグラムがあると
よいのでは。
・ゴミ袋に名前を書いていなくとも同じように回収していく。書かなくてよいのであれば最
初からそうして欲しい。

　可茂管内でごみ袋の厚さや引張強さに基準が定められています。特に、可燃ごみ袋は、
焼却炉で速やかに破れ、ごみが広がり燃えやすくする必要があります。そのためあえて裂
けやすい材質としています。
　ごみ処理には多額の費用が掛かっており、その費用の一部をごみ袋料金（処理手数料）
としてごみを出される方に負担していただいています。
　ごみ袋には、入れてはいけない物も含まれているのが現状で収集業者の事故にもつなが
ります。記名が無い場合においても、適切に出されているものをそのままにはできません
ので収集していますが、責任をもって出して頂くためにも、記名をお願いします。

住民環境課

【ゴミ集積所】
・工場の寮から出されるごみの量が多く、自治会の収集所がいっぱいになってしまい困って
いる。事業所の引き取りを求めたい。
・可燃ごみ集積所が不足し、自治会費で追加したこともあるが、必要なものは、町で予算化
して設置してほしい。
・ゴミ集積所を自治会管理にしていることが地元トラブルの原因となる。
・宿のごみ集積場所が少ないため、持って行くのが大変。点検して増やしてほしい。

　自治会の設置要望により設置したごみ集積所の維持管理は自治会等地域の皆様により
行っていただたいており、地域で良好、適切な利用をお願いしています。一方、自治会に
加入していないことを理由に、自治会未加入の方に対してごみ集積所へのごみ出しに制限
を加えることは、判例からも難しいと考えています。
　ごみ集積所の増設は、自治会からの要望により対応しています。全体のバランスを考慮
し、増設に対応していきます。また、ごみ集積箱の増設につきましても、自治会からの要
望により対応しています。予算措置に時間がかかる場合がありますので、すぐに対応でき
ない場合があります。

住民環境課

【ごみ減量】
・可児市のごみ処理施設もいずれはいっぱいになる。新しい施設を作るにも膨大な費用負担
がある。ごみ減量について町からもっと町民に働きかけなければいけない。

　ごみ減量のためには、ごみのリサイクルをさらに推進する必要があると考えています。
今後、プラスチック製容器包装の収集に加え、製品プラスチックの回収を行います。 住民環境課

【不法投棄、ポイ捨て】
・企業の森活動内をしているエリアに通行人等からゴミのポイ捨てをされることがある。
・河川ごみ調査を御嵩町も行ったらどうか。
・スーパーやコンビニの敷地内や敷地周りのごみ拾いをするよう頼んでもらえないか。
・団体や個人で自主的にごみ拾いをしている活動を広報等で発信してもらいたい。ごみを捨
てている人たちが捨てにくくなるのでは。
・高倉交差点のごみ看板の下の方が見えにくいので、信号待ちの車から見えるようにしても
らいたい。
・津橋から次月へ抜ける道沿いにゴミが多い。町内に同様の箇所は他にもあるのではない
か。全域で点検してはどうか。
・心理的にゴミを捨てにくくするために道沿いに鳥居を建てている所を見たことがある。そ
ういったことでも効果はあるのでは。
・IC付近のゴミのポイ捨てがひどい場所がある。工業団地ができたあとは、もっと増えるの
では。
・ゴミのポイ捨てがとても多い。特に国道21号バイパスの草が多いところにゴミが多い。

　町では、御嵩町ごみのない清潔で快適なまちづくり条例を定め、住民の方には地域の環
境美化に努めていただくことを、事業者には事業所及びその周辺地域の清掃活動を行って
いただくよう、お願いしています。
　不法投棄やポイ捨てごみへの対応として、週一回、不法投棄監視パトロールを実施し、
不法投棄・ポイ捨ての監視を実施するとともに、適時の回収も行っています。
　ごみのポイ捨てが多い箇所について情報をお寄せいただければ、道路管理者に対応をお
願いし、その他の場所については重点的にその地域を巡回して回収します。また、ポイ捨
て防止の看板を自治会長又は環境監視員を通じてお渡ししておりますので、お申し出くだ
さい。

住民環境課

【住環境】
・野焼きの煙で困ることがある。（洗濯物、部屋への臭い充満など）
・農業に伴う草や木の枝葉は燃やすごみで出せるような量ではない。町のエコロジーセン
ターでの受入れがあればと思う。
・散歩中の犬のフンを処理しない人が多い。可児市では科料があると聞いた。何か対応して
ほしい。
・保護猫の補助制度も検討が必要ではないか。多くの野良猫を見る。
・可児川の魚が減った。水質調査を実施したほうが良い。
・プロヴァンスから小原方面へ降りた場所で鉄板で被われた事業所がある。鉄板で覆われて
おり中で何をしているのか分からないが、過去に町で水質検査を実施するとの話だったが一
向に報告は聞いていない。敷地を囲うように鉄板が建てられており、視界が悪い。通行する
際に事故になりかねない。何か行政から指導はできないのか。
・外国人転入者の接し方が難しい。地域になじんでもらえたらと思うが、言葉の壁がある。
・花いっぱい運動でプランターが９個から３個に減ったのはなぜか。
・新丸山ダム工事車両がうるさいが、八百津側には騒音計があり、御嵩側にはない。宿舎も
八百津に反対され、御嵩に来たと聞いた。差があるのは、八百津はしっかりと要望するが、
御嵩は何も要望していないからではないか。

　農業者による野焼きはやむを得ない場合として認められていますが、近隣にお住まいの
方への配慮をお願いしています。
　散歩中の犬のふんの処理については、これからも、広報誌、放送（防災無線）により、
啓発をおこないます。また、適切な対応をしていただけない方が特定できれば、保健所と
共同で対応も行うとともに、ふん害条例に基づき指導しています。
　野良猫に対しては、保護猫の活動を支援していきます。
　可児川の水質検査は毎年実施しており、環境基準に適合しているとの結果が出ていま
す。また、その内容を町ホームページで公開しています。
　住環境に関する課題は、多岐にわたり町では対応できないことも多々ありますが、住民
の方々の協力を頂きながら、課題解決に向けて取り組んで生きたいと考えています。

住民環境課

【自治会の維持】
・近年、自治会に入らない人が増えてきているが、子どもたちの分団登下校は自治会ごとで
行っている。子どもたちのためにも自治会加入を指導してもらえないか。
・自治会加入者が減り、脱退者も出てきている。地域の繋がりが危機的になっている。抜本
的にあり方の検討も必要では。
・自治会に入っていなくても不利益がない。入るメリットも無い。自治会に入っていると負
担がある。何らか考えないと脱退や未加入が増えるばかりではないか。
・ゴミ集積所を自治会員専用にし、各集会所に町の直営のゴミ集積所を用意し未加入者はそ
ちらに捨てる。災害時の支援物資や義援金の分配を自治会には多くするなど、加入者のメ
リットを増やしてほしい。
・転入の手続きの際に自治会加入の声がけや防災無線で定期的に案内するなど町が自治会加
入を促進してほしい。
・自治会に入らない人が増えており、公民館協力費も払ってもらえず、公民館の収入減と
なっている。
・町の対応として居住の条件に自治会加入の義務付けはできないか。
・子どもたちを巻き込んだ働きかけも効果があるのでは。
・入会金があるため加入しない人もいる。町で補助制度を検討してほしい。

　自治会は、町行政として有益で必要なものですが、自治会を維持していくためには、行
政が取り組むべきこと、自治会が主体となって取り組んでいただくものがあると考えてい
ます。
　今後も一緒になって課題を整理し、自治会への加入促進、自治会の負担軽減、自治会加
入に対するメリットの実感など、取り掛かれるものから取り組んでいきたいと考えていま
す。まずは、新たな取り組みとして、自治会加入を促すハンドブックの作成や、自治会加
入のメリットとごみの減量を同時に啓発するための自治会加入世帯へのごみ袋の支給を始
めます。皆さんからのご意見を継続的にお聞きしていきたいと思います。

住民環境課

【自治会業務の負担】
・自治会要望の出し方などが分からない自治会長もいる。臨機な対応や丁寧な案内をお願い
したい。
・自治会員が減り高齢化が進む中で、町からの自治会、自治会長への依頼事項が多すぎて、
負担が増えている。負担軽減を考えてほしい。
・自治会の組織がこの先、維持できなくなってくる。崩壊が迫っている自治会も多い。
・一斉清掃をしていない自治会もあり、不公平感を感じる。
・自治会長は、会議等、出席しなければならないことが多すぎる。
・タブレットを配布すれば、回覧や全戸配布の手間がなくなる。検討してほしい。
・全町的な再構築は検討出来ないか。高齢者の役員免除等を検討するべきと思う。

　自治会に関する問題に加え、他課にまたがるような問題にも窓口となり対応しますの
で、自治会担当の職員にお気軽にご相談ください。
　自治会からの選出役員等の削減を図りたいと考えています。また、自治会の回覧など行
政からの情報発信の方法については負担軽減の観点から、検討します
　自治会の運営に、他の自治会の運営方法がわかると参考になるのではないかと考え、自
治会の運営方法等を調査、取りまとめの上自治会長に情報提供していきます。

住民環境課

【支援、補助】
・町内一斉清掃の保険適用が当日のみ。事前作業を行う場合もあるので、その分も対象にし
てほしい。
・一斉清掃の際に、ダンプをレンタルしているが、補助金ではまかなえない。
・愛宕町内に集会所が無い。集まれる場所があると良い。
・防犯カメラやエアコンの修理などが対象とならないため、自治会への補助メニューを拡充
してほしい。

　町では、自治会活動保険に加入しており、自治会が行う活動・行事のほか、町内一斉清
掃（事前作業を含む）なども保険の対象となります。
　自治会の集会所は自治会で建設していただくことになります。集会所建設や、防災目的
のエアコン設置の際に使える補助メニューもございますので後利用ください。
　一斉清掃の際のダンプ等のリースに係る補助拡充は検討します。また、自治会への各種
資金援助の拡大も視野にいれて考えていきます。

住民環境課

回答課

民生

○生活環境について

○自治会活動について
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【医療】
・福祉面の見劣りがないようにしてほしい。帯状疱疹のワクチンも可児市は補助があった
が、御嵩町はなかった。
・新型コロナの予防接種が有料になるとのことだが、インフルエンザのように助成は無いの
か。
・上之郷地区は現在、上之郷医院が休んでおり医者がいない。診療所、若しくは診察を受け
れる手だてを考えてほしい。医師会と協力して御嵩モデルを作れるとPRにもなるのでは。
・高校生までの医療費無償化をぜひ進めてほしい。
・上之郷医院が閉まったままで、無医村状態。町の斡旋も検討してほしい。
・コロナが5類に移行してから、感染者数などの詳細は報道されなくなった。どのような状
況にあるのか分からず不安に感じる。

　帯状疱疹ワクチンは、予防接種法に基づき接種が勧められている「定期接種」に含まれ
ない「任意接種」に区分されており、国の積極的な勧奨に該当しないものとなっておりま
す。国においてワクチンの安全性や副反応、持続効果、対象年齢、費用対効果などのデー
タ収集を行い、定期予防接種化の検証、評価が進められている状況であるため、御嵩町で
は引き続き定期予防接種化における国の動向を注視していきます。
　令和６年度以降のコロナワクチン接種費用については、インフルエンザと同様の体制と
なる予定です。今後国から提供される情報を踏まえ、補助金額等を決定していく予定で
す。
　現状はふれあいバス等をご活用いただき、最寄り医療機関等をご利用願います。
　高校生までの医療費無償化は、令和６年度から実施予定です。
　将来的な町内医療機関の存続数等を想定し、地元医師会や医療機関、県と情報共有を図
りながら対応を検討します。
　感染症に関する業務は県の管轄となり、市町村で開示ができる情報はありませんが、
「岐阜県リアルタイム感染症サーベライズ」（岐阜県医師会が運用）のほか、テレビや新
聞等で引き続き情報をご確認いただけます。

福祉課

【障がい】
・障がい者用の施設が充実していない。あゆみ館には女性用の宿舎はあるが、男性用の宿舎
が無い。親子で入所できると良い。

　福祉事業者等における障がい者施設の新設等の構想があった場合に相談窓口として対応
するなど積極的なサポートを検討していきます。 福祉課

【子育て支援】
・マーノのような子育て支援施設を作ってほしい。
・兄弟の歳が離れると、保育料が変わってくる。歳が近い兄弟だと、２人目は半額、３人目
は無料になるのに、歳が離れるとそうはならない。３人産んでいるのに何もメリットがない
し、少子化対策を感じない。
・多治見市は、第２子以降の０歳から２歳までの保育料は無料になるらしい。町も未来への
投資としてお願いしたい。
・ぽっぽ館は幼稚園児は利用できない。時間運用で何とか出来るのでは。兄弟で上の子だけ
利用できないケースもあり不便だ。
・伏見も中も児童館が日曜休みだが、日曜も使いたい。周りの市町村の児童館はどうか調べ
て、日曜開館の検討をしてほしい。
・中保育所について、新庁舎の関係で遅れては危ない。切り離して早急に対応してほしい。
・中児童館について、トイレが和式で古い。子供のトイレトレーニングができない。
・中児童館は駐車場から児童館まで国道を渡らないといけない。危ないため改善してほし
い。
・中児童館は中保育所より古い。庁舎に併設ではなく、単独で立て直す計画をしてほしい。
・ぽっぽ館のグラウンドの草がひどい。管理してほしい。

　子育て支援施設については、ぽっぽかん、中・伏見児童館を整備しており、新規の施設
建設は予定しておりません。また、その利用方法については、近隣の市町村の状況を確認
し、費用対効果を検証しながら対応します。
　第２子以降の０歳から２歳までの保育料無償化等については、近隣の市町村の状況を確
認し、検討を進めていきます。
　ぽっぽ館については年少児頃から、子どもの運動量が大きくなることもあり、０～３歳
児と同一フロアで遊ばせることが無いよう危険防止の観点で規定を定めていますのでご理
解ください。
　近隣の市町村では、可児市中央児童センターを除いて日曜日は休館でした。今後の運用
については、利用者のニーズや指定管理者の意見や運営状況等を考慮し検討していきま
す。
　中保育園、中児童館の新設等については、庁舎と一体的に行う事で業者選定をしていま
す。新庁舎計画の検証結果を踏まえつつ、早急に検討していきます。
　児童館東側にも駐車場がありますので、ご利用ください。満車の際は申し訳ありません
が車の通行に注意の上、南側の駐車場をご利用ください。
　ぽっぽかんのグランドについては、適宜管理します。

福祉課

【困難家庭】
・大人で、社会に出れずに引きこもっている人も多い。そういった方に対する専門家を交え
た援助を考えてほしい。
・食品ロスを減らすためにも、子ども食堂で食べられる物を提供してもらえると良いのでは
ないか。

　社会的に生き辛さを抱えている方への支援は多分野に渡ります。そのため、そういった
方への効率的な支援を行えるよう、重層的支援体制を整備するための検討を進めていきま
す。
　こども食堂と情報共有を行い、事業に活用いただけるか確認します。

福祉課

【福祉活動】
・ボランティアポイントについて、年齢制限や喫茶ボランティアは対象外等、疑問がある。
・長楽荘で実施している喫茶ボランティアは結構大変な作業だがボランティアポイントが貰
えないのが気になる。
・コロナで休止したサロンが再開できていない。下の世代への引継が進まず困っている。
・ぽっぽ館のボランティアも利用者も減ってきている。何かPR出来る場があると良い。
・町は無償ボランティアに頼りすぎているように思う。適切な団体への補助は世代の引継に
も繋がると思うので検討してほしい。

【保険長寿課】
　ボランティアポイント事業は高齢者の介護予防を目的とした介護保険の事業となります
ので、対象者を65歳以上に限定しています。対象となるボランティア活動につきまして
は、ご意見等を参考に検討します。なお、問い合わせのありました施設等でのボランティ
アについても対象となるよう検討していきます。
　ボランティア活動を支援するため、町は業務委託にて社会福祉協議会に生活支援コー
ディネーターを配置していますのでご相談ください。
　ボランティア団体を対象とした補助事業を保険長寿課と社会福祉協議会で実施していま
す。対象となるかご相談ください。
【福祉課】
　ぽっぽかんの利用者は前年度より増加傾向にあります。また、子育て支援センター内で
のサロン運営は県内でも少なく多世代交流の場として重要な役割を担っています。広報等
を利用し、住民にPRしていきます。
　子育て世帯、子どもの居場所づくり等による多世代が交流、ボランティアの活躍できる
仕組みづくりを進めていきます。

福祉課
保険長寿課

【福祉団体の充実】
・町はサロンの運営を提案するだけで動かないし援助も無い。他市では、社協から資金補助
が出ているところもある。
・ぽっぽ館でサロン運営をしているが年3万円の補助金での運営は厳しい。
・社会福祉協議会の会計報告が分かりにくい。協力金を取っているのだから、何に使われて
いるのかしっかり報告しなければいけない。
・日赤奉仕団の団員確保が困難。女性に限らず男性もやってよいことを周知してほしい。自
治会へも団員確保の協力をしてほしい。

　御嵩町社会福祉協議会からも補助金の交付があります。
　ボランティア団体を対象とした補助事業を保険長寿課と社会福祉協議会で実施していま
す。対象となるかご相談ください。
　社協だより等広報紙を通じた情報発信を行っておられると思われますが、ご意見につい
て社会福祉協議会にお伝えします。
　町広報紙などにより周知します。自治会長会などの折に団の活動をPRしていきます。

福祉課
保険長寿課

【外出支援】
・免許の返納も考えるが、その後の買い物のことを思うとできない。移動スーパーの参入が
あるとよい。
・高齢者の免許返納を推奨するが、免許を返納してしまうと出かけられなくなってしまう。
政策に置いていかれる。
・社協の車の貸し出しは車いすの方を対象としているが、高齢者も車の貸し出し対象として
ほしい。
・送迎ボランティアみたいなものが、各地でできるよう、役場でルールを作って欲しい。

　高齢者が安心して、容易に外出できるよう、移動手段の確保などは必要です。車の貸し
出し、送迎ボランティアなど社会福祉協議会と協議していきます。 保険長寿課

【生活の質向上】
・高齢者、高齢世帯では、ホームページを見ることもスマホを使うこともできない。高齢者
向けの講座があるとよいのでは。
・災害時の要援護者などを登録する高齢者カルテについて、記載箇所が多すぎる。あれでは
登録することは困難。
・介護が必要な方がこれから増えていく。死ぬまで家で過ごすためのセミナーを開けば積極
的に参加されるのではないか。
・高齢者と保育園とのふれあいの機会を作ってもらいたい。
・ごみの個別集配は金額的に現実的ではないが、事業者として個別集配について考えないと
いけない。
・老人ホームのショートステイは３か月待ちなのだが、待っている間に面倒をみる者がどう
にかなったらと思うと心配になる。
・高齢者用の施設が少ない。ショートステイを頼もうと思っても、2-3か月先になってしま
い予定がたてられない。
・福祉サービスを受けようにも、手続きが煩雑で、高齢者が自分で行うことは困難。
・高齢者が気軽に立ち寄れる「あっと訪夢」や「ふらっとハウス」のような施設が上之郷に
も欲しい。
・公設民営で介護の入所施設を建てて欲しい。施設にはサロンを併設し、一般の人と交流が
できる施設が良い。

　今年度スマホ教室を開催しました。今後もニーズに適した教室の開催を検討していきま
す。
　避難行動要支援者に関する必要な情報となりますのでご理解をお願いいたします。
　誰もがいつまでも住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、各介護予防事業を
行っています。ご参加をお願いします。
　新規事業所立ち上げの打診もなく、施設の建設予定はありません。要介護者の状況を注
視し、検討していきます。
　上之郷公民館、自治会公民館などを活用して、気軽に立ち寄れるサロン活動など実施を
地域団体に声かけします。

保険長寿課

民生

○福祉サービスについて

○高齢者福祉について
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・筋トレセンターを有効活用してほしい。性能のよいマシンがあるのにガラガラに空いてい
てもったいない。
・講習会の数が少ない。
・一般筋トレに指導者をおいてはどうか。
・65歳以上の元気な方が一般筋トレの枠で利用できても良いのでは。
・防災センターの筋トレ設備は高齢者用。世代ごとに必要とする設備は異なる。
・伏見や御嵩の筋トレセンターでは回数券が買えるが防災センターでは買えない。
・中地区だけ筋トレ施設がない。
・65歳以上の場合、筋トレが初めての人は8回毎週受講しないと利用できない。もっと気軽
に参加できるようにして欲しい。
・防災コミュニティセンターの夜間筋トレの利用者が少ない。電気代や管理人の人件費が
もったいない。曜日を集約したらどうか。

　３つの筋力トレーニング施設の利用状況を注視し、実施体制の見直しを検討します。 保険長寿課

【マイナンバー】
・マイナ保険証で役場のエラーがあった。情報共有、再発防止をしてほしい。
・マイナンバーカードを利用して御嵩町でもコンビニで住民票発行ができるようにしてほし
い。

　定期的にエラーチェックを行い、再発防止に努めます。
　コンビニで住民票発行ができるシステム導入を検討いたしましたが、費用対効果の観点
から早期の導入を見送りました。

住民環境課

【カリキュラム】
・プログラミング学習を上之郷中学校以外でも実施してほしい。
・小学校にタブレットが配置されているのに、使うのは３年生の児童からにしているのはな
ぜか。あるものは有効に使うべきだ。
・町内の小中学生に議場の見学ツアー、裁判所の見学ツアーをしてもらい、町のことを知っ
てもらってはどうか。
・学校の参観日や運動会などの行事が平日中心となったが、土日のほうが参加しやすいの
で、検討してほしい。
・薬師祭礼保存会の担い手不足を解消するため、小中学生が学習できるカリキュラムやクラ
ブ活動があると良い。
・防災訓練と同じ時間にクラブ活動が入っていた。町の行事には優先的に参加してもらえる
よう学校とクラブが連携していただけるとよい。
・学校で翻訳をどうするのかが課題となっている。外国籍の子の支援をしてもらいたい。

　プログラミング学習はすべての学校で学習指導要領に基づいて行っております。子ども
たちも楽しみにしている学習ですので、楽しく学んでいる様子がご家庭にも伝わるように
情報発信に努めていきたいと思います。
　タブレットは小学校1年生から配布しています。低学年は基本的な学習習慣を学ぶこと
を大切にしているため、使用頻度が少ないかもしれませんが、ICTを利用した学習とのバ
ランスを取りながら教育課程を編成していきます。
　町探検や職場体験などを通じて町のことを知る機会や学習を、各小中学校で行っていま
す。また、昨年度は、小学生による模擬議会も開催しました。
　学校行事についてはPTAと協議、連携し時期等を決めており、今後とも各学校において
協議していきます。
　各学校とも、ふるさと学習を通して地域の文化財について学ぶ機会を設けています、保
護体験などについて、各保存会、文化振興担当等と協議してまいります。
　部活動の地域クラブ化に伴って、地域行事を優先していただけるよう働きかけていきま
す。
　日本語の理解が難しい外国籍の児童生徒への対応については、令和５年度から通訳担当
の職員１名採用しましたが、さらなる支援の充実と多言語への対応のため、令和６年度も
複数の職員の募集を予定しております。

学校教育課

【地域交流・地域活動】
・舳五山茶の栽培・製造に上之郷中学校以外の２校にも入ってほしい。
・舳五山茶を通じて小学生、高校生とも交流したい。
・上之郷中学校で行っている茶摘み体験を町外の人に体験してもらったらどうか。
・他校や御嵩町外とも活動などを通じて交流したい。

　舳五山茶については、「みたけのええもん」にも認定され、上之郷中学校生徒による各
イベントでの販売活動などにより、最近では好調な売れ行きとなっております。この活動
は「上之郷中学校舳五山茶管理委員会」が管理運営されており、委員会を通じてぜひ他の
学校や町外等へも参加や交流を呼びかけていただければと思います。

学校教育課

【給食無償化】
・給食費は無償化してほしい。
・医療費の18歳まで無償化も良いが、学校給食費の無償化も良いのではないか。

　給食費の無償化については、御嵩町の自己財源のみでの導入は難しく、国や県において
補助制度が創設されるよう、随時要望していきます。なお、食材価格の高騰を受け、国の
交付金を活用して給食費の保護者負担の軽減を図りました。

学校教育課

【運営】
・学校からの便り・連絡事項・出欠連絡などを、紙や電話連絡でなくアプリ等電子化で対応
できるようにしてほしい。
・不登校生徒の受け皿となる居場所づくりを進めてほしい。オアシス教室だけだと足らない
印象。
・南山台の子だけでもバスを出してもらいたい。
・スクールバスについて、豪雨時でも関係なく停車位置で子供を下すことがある。バス運転
手への災害時の対応や体制は整っているのか。
・大雨などで迎えの要請が入るが、そのまま学校に留まっておいた方が安全ではないかと感
じる時もある。臨機応変に対応して欲しい。
・児童クラブの終了時間（18：00）が早く、融通が利かない。19：00までやっているところ
もあるので、検討してほしい。
・放課後児童クラブを中学生も使えるようにしてほしい。

　御嵩町では「きずなメール」というアプリにより、学校からの便りや緊急連絡など多く
の配信を行っていますが、機能の充実と利便性向上のため、令和６年度にシステム変更を
予定しています。これにあわせ、欠席報告などへの活用についても検討していきます。
　支援センターとしてオアシス教室があります。学校には４校に相談室があり相談員が常
駐しております。まずは、現在の機関で工夫して児童生徒に寄り添った対応を心掛けてい
きたいと思います。
　基本的に大雨や非常災害時には、バスの運行中止を考慮します。また、バス発車後の臨
機の対応については、学校と連絡を取り合い指示を仰ぐなど、適切な対応に努めておりま
す。安全確保のため学校に留めおくことを含め、各学校区の状況に応じ対応してまいりま
す。
　御嵩町の放課後児童クラブは、18:00までとしております。必要な職員の確保などに苦
慮している状況であり、ご理解をお願いします。また、中学生については国の制度上、小
学生と一体で運用することができないため、現時点では困難です。

学校教育課

【学校生活】
・服装、校則なしにしてほしい、制服なんて年10回ほどしか着ない。
・学校に通学するときの荷物を減らしてほしい。カバンが重すぎる。
・中学校の制服はスカートとズボンが選べるブレザーにしてほしい。
・トイレにスリッパがないせいで、普段教室で履くスリッパでトイレに入る状況を改善して
ほしい。（共和中学校）

　TPOに合わせた服装の指導を生徒指導でも大切にしています。その上で中学生の正装と
して制服、作業や動きやすい服装としてのジャージを使い分けています。校則については
一方的に作る、なくすという発想ではなく、児童生徒に決まりの意義や必要性について自
分たちで考えるという教育的な意義があるものとしてとらえています。
　制服については様々な意見がありますが、生徒さんたちの希望や保護者の皆さんのご意
見などを伺いながら検討していきます。
　共和中学校の生徒用トイレは、「乾式」といって基本的には専用のスリッパは使わない
仕様ですが、必要であれば設置を検討するよう学校に依頼してあります。

学校教育課

【教員】
・ふるさと教育を行いたいが、教員が不足している。コーディネーターや業務支援員の増加
を求めるとともに、教員自体が増えるように予算をつけてほしい。
・小学校でＩＣＴを活用する場合に、専門家がいないと先生だけではできない。
・学年に男の先生しかいない。学年に女の先生を一人は配置してほしい。（向陽中学校）
・生徒だけでなく、先生の資質についても目を配ってほしい。

　教員不足が全国的な課題として取り上げられています。可能な限り多くの教員を配置す
るとともに質の高い教員が配置できるよう、県の担当部署（教育事務所）にもお願いして
います。
　学校のICTの専門指導者には限りがあります。現在は長期休業中（夏休みなど）の職員
研修などで職員のスキルアップの場を設定しています。
　教員の男女比については、可能な限りバランスを考えた校内人事に努めてまいります。
　学校のコンプライアンス研修などを行い教員の資質向上に努めて参ります。

学校教育課

○その他民生関連のご意見

○学校教育について

教育委員
会

民生

○筋トレセンターについて
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・部活動単位が町内に統合すると聞いたが学校ごとにできた方が良い。
・学校の部活が地域移行で変わりつつあるが、教育委員会やスポ少が連携して、３中学校ど
の学校でも同じように部活に参加できるようにしてもらえないか。
・子どもがやりたいと思うスポーツができるような仕組みにしてほしい。
・野球は、既に部活から地域移行が進んでいるが、指導者の確保に苦慮した。教育委員会か
らの紹介など協力をお願いしたい。
・中学校に入ってもやりたい部活がない子もいる。やりたいことが無ければやらないという
選択肢があっても良いと思う。
・今まで続けてきたスポーツを継続するだけでなく、初心者の子も受け入れてもらえるよう
なものにしてほしい。
・共和中学校にダンス部を作ってほしい。ダンスが大好きなので、ダンスができる機会が欲
しい。

　部活動の地域移行は、国の政策で進められており、その背景として、生徒数の減少など
で、個々の学校でのチーム編成が難しくなっている現状があります。地域移行により専門
的な指導者の指導を受けられるようにするとともに、校区を超えて活動に参加できる体制
を作り、スポーツや文化活動の選択肢を広げていきたいと思っています。令和６年度より
共和中の野球と女子バスケットボール、上之郷中の男子バレーボールについては他中から
も入部できるようになります。令和８年度には地域クラブ化を完成させることを目標に、
順次他中からの生徒を受け入れられる体制を整えていきます。
　地域クラブ化してもスポーツや文化的活動の教育的意義を理解していただける指導者に
指導をお願いしていきます。初心者の生徒も楽しく参加できる活動を目指していきます。
　現在学校にない活動についても指導者等がいらっしゃれば今後クラブを立ち上げていけ
るようになります。

学校教育課

【登下校ルートの安全】
・やおつトンネルの開通にあわせ、大庭交差点まで遠回りして道路を渡っている。
・国道を避けるため細い道を通学路指定しているが、人通りが少ないため、不審者の心配が
ある。国道の方が安全な気がする。
・ブロック塀転倒の危険性があり、一律で右側通行が安全とは言えない。状況に応じて安全
な通学路を見直した方が良い。
・伏見小学校の通学路で、カラー舗装が途切れている箇所があるので、対応してほしい。

　通学路の安全性については、毎年、各小中学校、学校教育課、総務防災課、可児警察
署、交通安全協会、国・県・町の道路管理者、ＰＴＡ代表などが集まり「御嵩町通学路合
同点検」を開催し、各道路管理者に対し危険箇所の確認や改善要望などを行っています。
通学路の指定については、各学校が多方面から総合的に判断し、より安全な指定に努めて
おり、いただいたご意見も参考とさせていただきます。

学校教育課

【登下校の安全確保】
・上之郷は下校の際に全学年がまとまって同じ時間帯に下校している。上級生と同じで安心
だし、下校のタイミングで仕事を早退する必要がなく助かる。他の地区でも上之郷方式の下
校システムを採用したらどうか。
・小学１年生は、夏場の暑い時期に一番暑い時間帯に下校してくる。猛暑が当たり前になる
中、学校で夕方まで預かってもらったり何か方法は無いものかと思う。
・下校時の見守りボランティアさんには、子どもの人数の少ないところにも付いてもらいた
い。

　集団登下校のニーズは地域によりニーズの差がありますが、安全面を最優先しながら、
地区委員会でルールを決めていただいております。全小学校が一律に一斉下校とすること
は、学校規模などにより対応が困難であり、ご理解をお願いします。
　夏場の熱中症対策等についても、下校時に水を補充してから下校するよう指導したり、
安全サポーターや地域のボランティアの方々の協力を得ながら、できることで対応してま
いります。

学校教育課

【修繕・維持管理】
・伏見小学校のグラウンドをきれいにしてほしい。ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙの練習をしていて砂利が多く危
険。
・小学校のプールが使われていない。昔は夏休みでも入ることが出来た。
・トイレがほぼ和式で全体的に古い。一つだけ洋式トイレがあるが便座が冷たい。（共和中
学校）
・男子トイレの入口がのれんで、風が吹くと見えてしまう。どうにかしてほしい。（共和中
学校）
・音楽室の雨漏りが酷い。修理してほしい。通常教室も雨漏りする。（共和中学校）

　小学校のグラウンドについては、降雨に伴う砂の流出や維持管理上、野球やソフトボー
ルを想定した整備は困難であり、可能な範囲でより良い運動場としての維持管理に努めて
まいります。
　各小学校のプール施設については老朽化に加え、コロナ禍での４年間にわたる休止によ
り、現在再開の目途が立っておりませんが、令和５年度からは必要とされる指導時間と指
導内容が確保できるよう、B＆G海洋センターにおいて授業を行っております。
　校舎の維持修繕とトイレ改修については、町内全小中学校の状況を見ながら順次進めて
おり、ご要望も参考にさせていただきます。

学校教育課

【新規設備】
・小学校が古すぎるのでは。地震が来た時に耐えられるのか。
・中保育園、伏見小学校、どちらも子供たちに関わること。早急に対応していただきたい。
・庁舎用の木材を伏見小学校に使えないか。倉庫代が無駄になってもったいない。
・体育館にエアコンがあるとよい。学校の体育館も避難所になった時に汗臭いことがなくな
る。
・体育館に冷房が欲しい。（上之郷中学校）
・遊具が無くなった、御嵩小にあるような楽しい遊具が欲しい。（上之郷中学校）

　町内各小中学校の校舎は、耐震診断において耐震基準を満たしておりますが、トイレや
教室等の設備の老朽化が進んでおり、計画的に改修を進めてまいります。
　伏見小学校の大規模改造工事は、令和６年度の工事着手を目指して準備を進めておりま
す。
　また、脱炭素化の取り組みの一つとして体育館のLED照明化を進めていきますが、空調
設備については、避難所としての在り方も念頭に検討していきます。
　中学校については、「遊具」という位置づけの物の設置は考えておりません。

学校教育課

【統廃合】
・人口が減っていく中、小中学校も統合すればよい。他市では統合している。
・上之郷小学校、中学校を残してほしい。
・県内でも学校の統廃合の話をよく聞くが、学校は地域のシンボルなので、上之郷中学校の
ように小規模でも特徴的な学校を大事にしてほしい。

　小中学校の統廃合については、児童生徒数の減少が進むなか、上之郷小学校で「小規模
特認校制度」を採用しております。今後は、地域の方々のご意見を伺いながら検討してま
いります。

学校教育課

【運営スタッフ】
・公民館のボランティアは無償なので、せめて食事だけでもきちんとしたものを出してもら
いたい。
・以前は、４地区公民館の役員同士の交流会があったが、自然消滅してしまっているので、
またやってほしい。
・公民館行事では、お昼を過ぎてやっていても弁当も出ない。せめて、おにぎり1個くらい
は出してもらいたい。
・ボランティアも少ないが、ボランティアを動かす人もだんだん減ってきている。ボラン
ティアが少ないのでその数に見合ったことしかできなくなってくる。ボランティアの方に少
しはインセンティブやご褒美のような目に見えるものがあると良い。

　公民館のボランティアへの食事等については、各公民館での予算対応となりますので、
各公民館と協議を進めてまいります。
　公民館交流会については、４公民館持ち回りで準備をされていたとの認識をしておりま
すので、各公民館同士でご協議いただくようお願いします。

生涯学習課

【活動】
・公民館活動中のけがに対して、しっかりとした補償体制をお願いしたい。活動が安心して
できるような補償にしてほしい。
・伏見地区を盛り上げるらくだマルシェを開催しているが、一本松公園では狭く、危険。な
んとか伏見公民館で開催できるようにならないか。
・公民館活動への予算が減り活動がやりにくい。このままでは、協力してくれる人も減り活
動ができなくなっていってしまう。
・伏見運動会をコロナ禍前のようにやりたい。積極的に参加してほしい。
・伏見運動会を負担に感じている人も多く、開催反対の声も多い。公民館から開催の趣旨を
丁寧に説明してほしかった。
・伏見運動会の種目やあり方を考えてもよいのでは。自治会単位に拘らなくてもよいと思
う。
・伏見運動会は公民館体育部が手作りでずっとやり続けてきたもの。無理強いはよくない
が、よさもあり、理解してもらえたらと思う。
・11/5の文化祭には小中学生がボランティア参加してくれる。地域学校協働活動として継続
していければと思う。
・4地区公民館の独自性・地域性を生かした活動が継続していけるよう館長のなり手確保、
自治会員減少による公民館費減少について支援してほしい。

　公民館活動中のけが等については、生涯学習課で公民館総合補償制度に加入し対応をし
ております。
　らくだマルシェについては、公民館は営利活動が禁止されていますが、営利目的だけで
はない、公民館もかかわることのできる方法を検討していきます。
　伏見運動会については、伏見公民館と協議を進めてまいります。
　公民館費減少への支援については、現在も補助金による財政支援をしておりますが、補
助内容については見直す予定です。

生涯学習課

○公民館運営（ソフト）について

教育委員
会

○部活動について

○通学路・登下校について

○学校施設について
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【施設の修繕・維持管理】
・公民館の調理室は水が出ないし、高齢者の食事サービスも調理道具もあまり揃っていない
のでやりづらい。
・これからは、調理室は1か所にしたほうが管理しやすいと思う。
・避難所としても使うので、和室でTVを見れるようにしてもらいたい。避難時、２階ロビー
まで出て、テレビの災害情報を確認するのは不便だ。
・御嵩公民館の正面の階段に本庁舎と正面入り口と同じような手すりを付けてもらいたい。
・上之郷公民館の場所がわかりやすくなるよう、国道から見える場所に看板をつけてほし
い。
・各公民館まわりの草刈りの責任の所在をはっきりしてほしい。
・公民館周囲に植木がたくさんあり、ボランティアで手入れをしているが、刈った枝葉の処
分に困る。町でシルバーに頼んでもらいたい。
・公民館が自力で稼ぐとしたらどういう形であればできるのか示してもらいたい。
・公民館の屋根の雨漏りや設備の故障がそのままの物が多いので住民目線で改善して欲し
い。
・御嵩公民館の視聴覚室を利用して行っている生活学校のパソコン教室用のパソコンを入れ
てほしい。
・避難所にはwi-fiがあってもよいのでは。避難時だけでなくイベントでも活用できる。経
費を役場で負担してほしい。
・各公民館の軽トラがエアコンなしのミッション車であり、改善してほしい。
・上之郷公民館にエレベーターを設置してほしい。
・上之郷公民館の全室にエアコンをつけてほしい。特に調理室は、暑い時期の食中毒が心配
であるので、早くつけてほしい。

　公民館の調理室の水が出ないことについては、既に対応済ですが、調理用具等について
は現状を確認し、対応方法を検討していきます。
　調理室は地域の方々の利用が一定程度あることから１か所にしていく予定はありませ
ん。
　和室のTV設置については、すでに２階ロビーにTVを設置しているため、その予定はあり
ません。
　御嵩公民館の玄関の階段の手すり設置については、既に手すりが設置してあるスロープ
があるため、そちらを利用していただくようお願いします。
　上之郷公民館の入口看板の設置の必要性について検討していきます。
　公民館周囲の草刈りについては、公民館の職員での対応をお願いしています。そのため
の燃料費については生涯学習課で予算の範囲内で負担していきます。刈っていただいた枝
葉の処分については、今後検討していきます。
　公民館の自主財源の確保については、今後調査研究していきます。
　公民館の修繕については、毎年度必要箇所を調査し、予算の範囲内で優先順位をつけて
対応しています。令和６年度は予算を増額して修繕を行う予定ですが、今後もより住民目
線で改善していけるよう努めてまいります。
　御嵩公民館の視聴覚室のパソコンについては、現在、公民館で町主催のパソコン教室は
開催しておらず、自主的な団体の利用のための費用の投資は非常に困難であると考えま
す。
　各公民館や役場などの主な避難所には、災害時に優先的に活用できる公衆電話の整備を
図っております。Wi-Fi環境の整備については、費用面等に多くの課題があり、慎重な検
討が必要であると考えます。
　各公民館の軽トラについては、今後、予算確保できるよう努めてまいります。
　上之郷公民館のエレベーター設置については、設置に多額の費用負担と設置後のランニ
ングコストも必要となることから非常に困難と考えますが、その他の方法について調査検
討してまいります。
　上之郷公民館のエアコンについては、全室に設置することについては予算の確保が大変
厳しく困難な状況です。それを踏まえ上之郷公民館と協議し、必要な部屋にエアコンを設
置するよう進めていきます。

生涯学習課

【修繕・維持管理】
・御嵩城址公園から地元の風景を見えるようにしてほしい。以前やっていたライトアップも
復活してはどうか。
・B＆Gのプールは子どもの遊び場。しっかり整備してほしい。夏休みに故障で使えないのは
かわいそうだ。
・顔戸グラウンドは草がひどい。利用者がもっと増えれば管理も行き届くのでは。ベンチに
水が溜まらないようにもしてほしい。
・白山グラウンドが八百津町のグラウンドと比べるとかなり見劣りするので、整備を検討し
てほしい。
・グラウンドの施設整備（トイレ、水道、照明、防犯カメラ、散水、ネットの嵩上げなど）
を検討してほしい。
・図書館の貸し出しを10冊にしてほしい。
・図書館内で勉強できない、勉強できるスペースを作ってほしい。何かの施設内で勉強でき
るスペースがあると良い。
・B＆G海洋センターで自動販売機の事業者へ、基本料金を請求せず電気使用量しか請求して
いなかった。しっかり事実確認してほしい。
・中山道みたけ館の会議室を勉強できるスペースとして開放してほしい。できれば開館時間
だけじゃなく、夜も勉強したい。

　御嵩城址公園周辺の樹木が大きくなりすぎ、展望台からの見晴らしが悪くなっています
ので、予算計上し景観整備について対応していきたいと考えています。また、ライトアッ
プは10年以上行っていませんので、機器の状況等も含め、今後の実施の可否についても検
討していきたいと思います。
　令和6年度にB&Gプールの上屋シートの張り替え等、大規模改修を行う予定です。
　グラウンドの整備については、現状や財政状況等も踏まえながら必要性と費用対効果を
検討していきます。
　現在、年末年始の休館日が長く続く期間は、通常の5冊から10冊まで貸出冊数を拡大し
ています。今後、利用者のニーズ等をみながら、10冊貸出について検討していきます。
　自動販売機の事業者には、基本料金も含め請求しています。
　勉強スペースの確保については利用者のニーズ等をみながら検討していきます。

生涯学習課

【新規設備】
・近隣市町村（八百津町、川辺町、白川町など）はどこでも文化ホールがある。１つ作っ
て、マンパワーも集約してはどうか。
・音響の整ったホールが欲しい。現状、持ち回りのイベントも近隣のホールを借りて対応し
ている。
・伏見グラウンドは様々な要望を叶える運動公園として整備してほしい。南側の山林も一帯
に都市計画に位置づけて検討してほしい。
・子どもが外に出ていけるような工夫が必要。遊べる場所、勉強をする場所が無い。

　新たな文化ホールは、これまで新庁舎建設と一体的なものとして考えてきました。新庁
舎建設計画の検証結果を踏まえつつ、検討していきます。
　伏見地区の運動公園については、町の所有地ではないなど様々な課題がありますので、
将来的なこととして検討していきます。

生涯学習課

【団体活動】
・婦人団体協議会への加入団体が現在は３団体のみとなっている。町からも案内をしてもら
いたい。活動を継続するために、家庭教育学級や社協と連携し、次世代の人材確保につなげ
ていきたい。

　活動支援の方策については、婦人団体協議会の方と今後協議を進めてまいります。 生涯学習課

【イベント】
・町主催のソフトバレーボール大会があるが、参加資格が在住、在勤のため、参加できない
方がいる。もっとたくさんの世代の人に参加してもらえるよう、臨機に対応してもよいので
は。
・スポーツが若者に浸透していない。ルールや運用を工夫して、参加できる機会を増やして
いきたい。
・成人式をもっと楽しいイベントに出来ると良いと思う。また、実行委員会の募集も具体的
な案内が必要ではないか。
・グラウンドゴルフをもっと広い世代に広めていきたい。活動を紹介できる場や大会がある
と良い。
・東海四県スポーツ推進委員研究大会の旅費等の予算を認めてほしい。
・介護予防に関してスポーツ推進委員とタイアップした活動ができないか。
・昔はプロ野球選手や大相撲の力士と触れ合えるイベントがあった記憶がある。子どもたち
の思い出になるような町主催のイベントはできないか。
・全国大会に出場することになり、奨励金をいただいた。チーム人数に関係なく上限は6人
分とのことだった。他市では上限人数は設けていない所もあるようなので見直してほしい。

　ソフトバレーボール大会検討委員会で参加資格について検討します。
　スポーツ推進委員会では、スポーツに取り組むきっかけづくりとして、ベアーリング、
ボッチャ、ディスクゴルフなどの軽スポーツを体験していただく場の提供やベアーリング
大会、ディスクゴルフ大会など各種大会を開催しています。今後も引き続きスポーツに取
り組むきっかけづくりやスポーツの楽しさを知ってもらうため軽スポーツの普及に取り組
んでいきます。
　令和5年度二十歳の集い(旧名：成人式)では、町内の4地区7人の有志で構成された実行
委員と教育委員会事務局が協力し、準備を進めています。参加者の皆さんに楽しんでいた
だき、２０歳の節目として社会人の仲間入りになったことを実感していただけるような式
典を目指しております。実行委員募集では、広報誌ほっとみたけ、各地区公民館、B＆G海
洋センター、中山道みたけ館、防災無線、町ホームページ等で募集を告知しています。今
年度は、実行委員が特に不足している地区には、対象者に向けて直接の案内をしておりま
す。令和6年度から、様々な告知方法を模索し、対象者に情報が届くように努めてまいり
ます。
　町が活動の支援をしている御嵩町体育協会の構成団体としてグラウンドゴルフ協会があ
り、協会では、町大会を開催し、地区大会、県大会に出場しています。いただいた御意見
を参考に今後も活動を支援していきます。
　予算を認めていただけるよう財政担当課に要望します。
　スポーツ推進委員の方とともに何か出来るのか検討していきます。
　スポーツ関係団体とも連絡を取りながら、プロの選手と触れ合う機会が出来ないのか検
討します。
　全国大会出場者の奨励金については、その事務を令和６年度から町長部局に移管するた
め、規則の見直しを含め検討してまいります。

生涯学習課
学校教育課

教育委員
会

○公民館運営（ハード）について

○教育委員会関連施設整備について

○その他教育委員会関連について
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